
EHIME  Matsuyama City

ごみを減らすために
一人ひとりができること

～ 松山市のごみ減量施策 ～

松山市 環境部
環境モデル都市推進課

主査 迫 裕 美



１ 本日のポイント

（１）第一印象にだまされない。

（３）「我が身」を振り返る。

（４）印象に残る「伝え方」を。

（２） 体重の増減理由を探る。～ 周囲を知る ～

EHIME  Matsuyama City

 視点を変える（どこに着目するか？）

 自分の敷地全体を見つめる

 昔はどうしていたか？ 家庭ではどうしているか？

 （自分・家族が）何に困っているか？

 「印刷物ばらまき方式」と「対面方式」の使い分け

 見せ方の工夫 ～過去の経験から～

 「人」と「ごみ」のフロー

 「ごみ」から分かる日常生活

★観察力・洞察力★

★情報収集力・分析力★

★自己分析力★

★発信力・変換力★
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人口

約516,000人（約246,000世帯）

ごみ分別と収集体制

８種１１分別 （●：全て直営 / ◎：直営＋委託 / ○：全て委託）

◎可燃ごみ / ◎埋立ごみ / ●水銀ごみ / ●粗大ごみ

○プラスチック製容器包装 / ○ペットボトル / ○金物・ガラス類 /

○紙類（①新聞・折り込みチラシ ②段ボール ③紙パック ④本類・雑がみ）

処理施設

●焼却施設（２施設）：南クリーンセンター / 西クリーンセンター

●埋立施設（２施設）：横谷埋立センター / 大西谷埋立センター

●保管施設（１施設）：中島リサイクルセンター

 平成17年1月1日に、旧北条市・旧中島町と合併
 旧中島町は、合併前の分別区分を継続

2 松山市について①
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ごみの有料化

3 松山市について②

 有料化の導入はなし。

 ごみ袋は、大きさと色指定のみ。（市販のごみ袋を利用。一部レジ袋可。）

 粗大ごみは戸別収集（無料・事前にハガキで申込）

容器包装リサイクル協会ルートの活用状況

 プラスチック製容器包装

 ペットボトル

 ガラスびん（※旧中島町分のみ）

その他

 集団回収に対する奨励金制度なし。
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松山市のごみ総排出量の推移

単位：t
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これまでの主な成果

家庭系ごみに関すること

◆ 法に対応したプラスチック類の分別変更 (平成１８年度～)

◆ 資源化物持ち去り行為の禁止 (条例制定) (平成２０年度～)

 「ペットボトル」の単独収集開始 (平成２３年度～)

事業系ごみに関すること

◆ 食品循環資源(生ごみ)の再資源化の推進 (平成１８年度～)

● 木くず・剪定枝の再資源化の推進 (平成２２年度～)

● 焼却施設への古紙の搬入禁止 (平成１４年度～)

 廃プラスチックの受入基準の厳格化 (平成１８年度～)

● 古着・使用済みてんぷら油のＢＯＸ回収 (平成２３年度～)

環境学習・啓発関連

 小学校でのごみの出張講座

 地域での分別説明会

 イベント時のブース出展

清掃課

清掃施設課

環境モデル都市推進課

 広報まつやま 環境特集号

 エコリーダー制度

 啓発施設での講座・展示

 懸垂幕の作成

 クリーンセンターの見学受入

 夜の探検ツアー
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ごみ排出量の推移（家庭系＋事業系）

環境省 一般廃棄物処理事業実態調査結果 統計データより

単位：ｇ
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第一印象にだまされない

～観察力・洞察力～
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基礎情報での比較

（１）組織体制

（２）ごみの有料化の導入状況

（３）ごみの分別数

（４）ごみの収集体制（委託・直営）

（５）所有する施設の種類や数

（６）ごみ処理手数料の料金体系

（７）集団回収量の把握

（８）大学生や外国人等の数

（９）事業所数・規模・業種

（１０）その他、地域特性

他市町の「一般廃棄物処理実施計画」などが参考資料の１つになります。
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体重の増減を探る努力を。

～情報収集力・分析力～
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ごみの増減要因は？（推測）

全国的な動き

地域特有の動き

 容器包装リサイクル法の改正による、容器包装廃棄物の軽量化

 書籍の電子化（ペーパーレス化）に伴う雑誌・新聞購読者の減少

 省エネ家電への買替促進 / LED照明の普及

 野菜価格の高騰や消費税増などによる「節約志向」や「買替促進」

 マイバッグ、マイボトル、マイ箸持参の定着

 断捨離ブーム

 天候、災害

 分別変更 市の方針変更

 ごみ処理手数料の改定

 観光客数の増減や、大規模イベント開催に伴う滞在者の増加

 企業による店頭回収ＢＯＸの利用促進、レジ袋無料配布の廃止
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家庭ごみを対象とした分析

家庭ごみの細組成調査の実施

容器包装廃棄物の「追跡調査」「独自品質検査」の実施

 「一般廃棄物処理基本計画」改定時期を目安として５年毎に実施

 対象ごみ種は、「可燃ごみ」「紙類」「プラスチック製容器包装」

 調査結果を材料として、各種広報媒体を活用し、周知啓発

 食品ロス量については、今後、調査区分の見直しを検討。

 委託業者に「違反ごみが多いごみ集積場所」「収集予定時間」を聞き取りし、

収集前の状況、違反ごみの数、違反内容を記録。・・・収集基準の確認

 選別保管施設が民間施設になるため、容リ協が実施している品質検査に

類似した抜き打ち調査を実施。・・・選別基準の確認



★
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追跡調査の実施

食べ残しの混入
（ごちゃまぜ）

製品プラの混入 ペットボトルの混入
（ごちゃまぜ）

収集前 収集後・選別



★

EHIME  Matsuyama City

独自品質検査の実施

判別し難いペットボトル 汚れの付着 ペットボトル

他素材容器包装
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分析結果から分かったこと

 可燃ごみに占める生ごみの割合が減少。 前回調査（H20）：約５割

 可燃ごみに含まれる「リサイクル可能な紙類」の量を換算すると、
現在「紙類」として収集している量と同じくらいの量になることが判明。

 排出者の生活パターンが推測できる。

★★組成調査から★★

★★追跡・独自品質調査から★★

 学生街では、管理会社が軽トラで巡回し、
残ったごみの対応をしている。
（事業者として処理？）

 ラーメンの容器など、容器の材質が
変わったものについては間違いが多い。

➡識別表示マークではなく、
「物」で分別を覚えている人が多い。
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我が身を振り返る

～自己分析力～
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★コーヒーブレイク★

～「あなた」の学生時代と現在 ～

Ｑ：あなたのお昼ごはん。よくあるパターンは？

Ａ：弁当持参

Ｂ：弁当配達（容器回収型）

Ｃ：コンビニ

Ｄ：外食（社食）・弁当容器回収型のお店に注文

Ｑ：あなたの商品の購入スタイルは？

Ａ：お店でじっくりと現物や価格を見て、厳選して購入

Ｂ：古着・古本・リサイクルショップを上手に活用

Ｃ：「ポチっ！」通信販売を使うことが多い

Ｄ：場所はさておき、衝動買いすることが多い

◆学生時代
（ ）

◆現在
（ ）

◆学生時代
（ ）

◆現在
（ ）
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★コーヒーブレイク★

◆今朝から「現在」までの時間で、あなたの行動によって出たであろう「ごみ」。
思いつく限り書いてみてください。

◆「今日から自分が出したごみの量だけ、あなたの給料が下がります。」
もしそんな法律ができたら、あなたはどうしますか？



★
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「人」と「ごみ」のフロー

自販機横の回収BOXへ

スーパーの回収BOXへ

ごみ集積場所へ

ペットボトルの場合 紙類の場合

古本屋 / 古紙回収業者に売る

スーパーの回収BOXへ

ごみ集積場所へ

マイボトル持参

電子書籍の購入

商品を選択

【
購
入
前
】

【
消
費
後
】

一人ひとりの行動ひとつでごみの量は変わる。自分の生活スタイルは？

例】同じ５００mlのペットボトルでも、25gのものと16gのものがあります。
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家庭ごみに対する取組事例

（１）「生ごみ」の減量・リサイクル

 環境学習における啓発（小学生～）

食べ残しをしない / 好き嫌いを減らす / スイカで自由研究（日干し）/ 川柳募集

 大人・主婦層に向けた啓発

エコクッキング / 購入時のひと工夫 / 野菜の保存方法 / 水切り

 その他

◆生ごみの分別収集（実証実験）の実施

◆段ボールコンポストのモニター募集 / 水切り器具の配布

 生ごみ処理容器等購入費補助実績の低迷

 たい肥の出口がない

➡ 「たい肥化」はあくまで生ごみ減量策の１つ。

「たい肥化」以外の生ごみ減量策を周知し、

ひとりひとりが取り組めることを選択できるような啓発方法に。
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家庭ごみに対する取組事例

 新入生に対する啓発

新入生オリエンテーションでの分別説明会の実施

 大学生協との連携

生協管理物件入居者への分別説明会の実施 （大家さんとの交流会の場で）

 その他

◆他部署事業との連携（大学生に市政を紹介）

◆職場内研修の場を活用した周知

 集合住宅と町内会が共用する資源ごみステーションのマナーが悪い。

 ごみ当番からの苦情が多い。

➡ 日中仕事にでている単身者には、管理会社を通した啓発を。

大学生や社員寮など、人数を集めて周知できる場がある場合には

足を運んで分別説明会を。

（２）「大学生等の単身者」vs 町内会への対策
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印象に残る伝え方を。

～発信力・変換力～
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啓発手法の工夫



★
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色彩を使った工夫



★
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色彩を使った工夫


